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町
民
の
う
ご
き
[平
成
28
年
9
月
1
日
現
在
]

■
人
　
口
　
　
5,704

人
(-3)      男

　
2,688

人
(    -3)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
　
3,016

人
( ±
0)
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世
帯
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戸
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第
三
十
回

徳徳  

島島  

県県  

消消  

防防  

操操  

法法  

大大  

会会

　

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
四
日
に

徳
島
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
た
第

三
十
回
徳
島
県
消
防
操
法
大
会
に
神

山
町
の
代
表
と
し
て
、
下
分
分
団
が

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

今
大
会
か
ら
水
出
し
操
法
と
な

り
、団
員
は
、四
月
下
旬
か
ら
約
三
ヶ

月
間
、
神
山
消
防
署
の
指
導
の
下
、

厳
し
い
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
は
県
下

よ
り
十
九
分
団
が
参
加
。
下
分
分
団

は
、最
終
十
九
番
目
の
演
技
と
な
り
、

参
加
者
全
員
が
見
守
る
中
で
の
緊
張

で
張
り
詰
め
た
空
気
の
中
、
指
揮
者

の
大
き
な
号
令
で
操
法
競
技
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
練
習
以

上
の
成
果
を
発
揮
し
、
優
勝
チ
ー
ム

に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
す
ば
ら
し
い

動
作
で
観
客
を
魅
了
し
て
、
第
五
位

入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

訓
練
か
ら
大
会
ま
で
ご
支
援
を
頂

き
ま
し
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
神
山
町
消
防
団

は
、
こ
れ
を
機
に
団
員
一
同
地
域
住

民
の
安
心
安
全
確
保
の
た
め
、
な
お

一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今

後
も
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

下
分
分
団
選
手
の
皆
さ
ん

 

（
敬
称
略
）

指
揮
者
：
横　

川　

達　

也

 

（
下
分
分
団
第
三
部
班
長
）

一
番
員
：
西　

内　

浩　

志
 

（
下
分
分
団
第
五
部
団
員
）

二
番
員
：
粟
飯
原　

康　

弘

 

（
下
分
分
団
第
二
部
団
員
）

三
番
員
：
津　

田　

拓　

也

 

（
下
分
分
団
第
三
部
団
員
）

補
助
員
：
大　

家　

稔　

喜

 

（
下
分
分
団
第
一
部
班
長
）

　　

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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上分地区 下分地区 左右内地区 神領地区 鬼籠野地区 阿川地区 広野地区
金　持　展　市
久　保　モミヱ
住　友　宏　行
中　西　茂　子
西　森　重　雄
林　　　サヤ子
樋　口　義　行
三　角　康　義
山　口　登代子
渡　邉　ミツカ

有　井　和　善
上　田　シゲリ
内　名　昭　三
大久保　茂　子
片　山　イソ子
久　保　喜代子
谷　脇　五　平
中　　　高　子
西　野　タネ子
西　橋　百合子
東　　　シゲル
藤　本　花　子
松　島　　　功
元　木　信　子
山　口　ヒサコ
山　田　宰　三
山　田　ヒサ子
山　本　忠　夫

片　岡　重　一
高　下　一　美
田　中　宜　子
中　尾　文　子
三　辻　都枝子
森　　　美代子
森　　　與　一

赤　根　イワヱ
上　野　露　子
太　粟　昭　男
大　西　良　子
河　野　アサ子
北　尾　千代子
北　岡　トクヱ
喜　來　初　男
塩　本　久　雄
清　水　アサカ
下　浦　澄　子
大　黒　良　江
谷　　　マツノ
西　　　三　郎
西　　　千代美
美　馬　キヌ子
山　田　壽満子

河　野　　　功
河　野　絹　子
河　野　ツヤコ
河　野　久　子
北　川　貢太郎
佐々木　昭　一
佐々木　クニヱ
髙　橋　ハツヱ

相　原　照　子
荒　井　ト　メ
後藤田　文　子
貞　政　乕　雄
多　田　格之進
多　田　クニ子
多　田　艶　子
多　田　富　枝
多　田　フジヱ
原　　　ヨシヱ

安　倍　　　武
阿　部　　　勝
阿　部　泰　典
粟　野　澄　子
岡　本　万　一
加　統　重　幸
髙　橋　ツヤコ
田　中　昭　一
花　井　久　子
丸　池　久　枝
山　口　　　進

10名 18名 7名 17名 8名 10名 11名
以上81名の方が米寿を迎えられます。これからもお元気でご活躍ください。（平成28年 9月 1日現在）

平成 28 年度

長 寿 番 付
平成28年 9月 1日現在　敬称略

東　　　方 西　　　方
宮　田　美　子 女 105 鬼籠野

横綱

森　本　房　子 女 103 上　分

宇　原　ツ子ノ 女 102 神　領 長　村　きぬゑ 女 101 神　領

井　上　マサコ 女 100 広　野 西　橋　リ　キ 女 100 下　分

森　　　當　子 女 100 広　野 粟飯原　アイ子 女 100 下　分

加　藤　万太郎 男 99 神　領
大関

大　粟　玲　造 男 99 神　領

松　原　タキヱ 女 99 上　分

藤　井　隆　子 女 98 阿　川

関脇

名　連　マサ子 女 98 鬼籠野

山　田　トシコ 女 98 広　野 相　原　トミヱ 女 98 阿　川

長　瀬　サツキ 女 98 神　領

日　野　つるの 女 97 下　分

小結

吉　田　シズヱ 女 97 阿　川

下　窪　美代子 女 97 神　領 河　野　マサ子 女 97 左右内

仁　志　美　美 女 97 広　野 阿　部　イチコ 女 97 広　野

粟飯原　ヒサコ 女 97 下　分 森　本　アサノ 女 97 神　領

相　原　雅　子 女 96 阿　川

前頭

富　永　マツヱ 女 96 上　分

吉　田　澤　子 女 96 広　野 森　　　佐　一 男 96 鬼籠野

佐々木　玄次郎 男 96 鬼籠野 髙　橋　アサ子 女 96 広　野

小　原　タツヱ 女 96 広　野 上　山　フ　イ 女 96 神　領

森　本　ツネカ 女 96 下　分 糸　木　文　子 女 96 神　領

竹　野　フサノ 女 96 鬼籠野 大　家　マサコ 女 96 下　分

西　森　ミツヱ 女 96 上　分 粟飯原　由　惠 女 96 上　分

尾　田　フジコ 女 96 神　領 泊　　　良　惠 女 96 広　野

米　

寿

米　

寿

お
め
で
と
う

 

ご
ざ
い
ま
す

本
年
度
の
米
寿
該
当
者
は

昭
和
2
年
10
月
1
日
〜
昭

和
3
年
9
月
30
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
す
。（
敬
称
略
）

3 平成28年 9 月15日発行
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今
年
も
東
京
と
神
山
で

今
年
も
東
京
と
神
山
で

  

「
す
だ
ち
遍
路
」を
実
施
！

「
す
だ
ち
遍
路
」を
実
施
！

　

露
地
す
だ
ち
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
た
神
山
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
、

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
神
山
す
だ
ち

の
消
費
促
進
と
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
東
京
と

神
山
の
飲
食
店
で
旬
の
神
山
す
だ
ち
を

創
作
メ
ニ
ュ
ー
で
味
わ
う
「
東
京
す
だ

ち
遍
路
」
と
「
神
山
す
だ
ち
遍
路
」
は
、

今
年
で
そ
れ
ぞ
れ
3
年
目
。
9
月
10
日

㈯
か
ら
10
月
10
日
㈪
ま
で
、
東
京
と
神

山
で
同
時
開
催
中
で
す
！

【
神
山
す
だ
ち
遍
路
2
0
1
6
】

　

神
山
す
だ
ち
遍
路
で
は
、
町
内
14
店

舗
の
飲
食
店
で
、
す
だ
ち
を
知
り
尽
く

し
た
地
元
の
料
理
人
が
提
案
す
る
個
性

溢
れ
る
す
だ
ち
メ
ニ
ュ
ー
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま

す
。
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
形
式

で
、
対
象
の
す

だ
ち
メ
ニ
ュ
ー

を
食
べ
て
集
め

た
ス
タ
ン
プ
の
数
に
よ
っ
て
、
神
山
杉

の
コ
ー
ス
タ
ー
や
神
山
温
泉
入
浴
券
な

ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

　

詳
し
い
情
報
は
、
里
山
み
ら
い
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://satoyam

a-
m
irai.jp/

）も
し
く
は
神
山
町
役
場
や
道

の
駅
、
参
加
店
で
配
布
し
て
い
る
マ
ッ

プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
参
加
店
舗（
順
不
同
）
…Y

usan 
Pizza

、
茶
房　

松
葉
庵
、
粟
カ
フ
ェ
、

Cafe ELEV
EN

、
焼
肉 

梅
里
、
神
山

温
泉
ホ
テ
ル
四
季
の
里
＆
い
や
し
の
湯

「
レ
ス
ト
ラ
ン
か
わ
せ
み
」、Rakuya

／
楽
音
楽
日
、
道
の
駅
「
温
泉
の
里　

神
山
」、ま
つ
う
ら
松
寿
殿
、宮
本
製
菓
、

Café on y va

（
カ
フ
ェ　

オ
ニ
ヴ
ァ
）、

5
3
5（
ゴ
ミ
サ
ン
ク
）、マ
ス
の
家（
神

山
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
）、
観
月
茶
屋

【
東
京
す
だ
ち
遍
路
2
0
1
6
】

　

東
京
す
だ
ち
遍
路
は
今
年
も
参
加
店

を
増
や
し
、
48
店
舗
で
実
施
。
和
食
、

洋
食
、
中
華
・
ア
ジ
ア
料
理
、
ラ
ー
メ

ン
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
す
だ
ち
メ
ニ
ュ
ー

が
味
わ
え
ま
す
。
少
し
の
傷
や
大
き
さ

の
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
て
も
、
調
理
の
工

夫
で
変
わ
ら
な
い
神
山
す
だ
ち
の
美
味

し
さ
を
消
費
者
に
お
届
け
す
る
と
い
う

の
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
も
う
一
つ
の

目
的
で
す
。
生
産
者
と
料
理
人
を
結
び

な
が
ら
、
神
山
す
だ
ち
の
魅
力
を
広
く

伝
え
て
い
き
ま
す
！

　

参
加
店
等
の
詳
し
い
情
報
は
、
東
京

す
だ
ち
遍
路
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://sudachi-henro.jp

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

 新
隊
員
着
任
の
ご
挨
拶

新
隊
員
着
任
の
ご
挨
拶

　

7
月
に
神
山
町
へ
移
住
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
へ
来
る
前
は
大
阪
で
生
活
し
て

い
ま
し
た
。
大
阪
と
違
っ
て
神
山
町
は

自
然
が
豊
か
で
、
夜
空
の
星
が
と
て
も

綺
麗
で
空
を
見
上
げ
て
は
い
つ
も
み
と

れ
て
い
ま
す
。
時
間
も
の
ん
び
り
流
れ

て
い
て
、
人
も
温
か
で
、
里
山
の
魅

力
が
溢
れ
た
地
域
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
お
野

菜
を
ご
近
所
か
ら
頂
き
、
新
鮮
な
お
野

菜
の
美
味
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
神
山
町
の
い
ろ
ん
な
事
を

知
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
神

山
町
の
素
敵
な
と
こ
ろ
を
広
く
情
報
発

信
し
て
い
き
た
い
で
す
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
皆
様
か
ら
ご

指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
く
事
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地域おこし

協力隊

今年で桜花連

に入って 3回

目の夏になり

ました。締め

太鼓も板につ

いてきたで

しょうか？

会津若松にも遠征で踊りに行

くので、楽しみです！そして

すだちのシーズン到来！

 小田　奈生子

 5 月に植えた
お米がようや
く収穫を迎え
ます！毎日朝
晩の水管理か
らはじまり、
除草作業や草

刈りを行なってきた日々が懐
かしいです（笑）。お手伝いに
来てくれた60名にお米を届け
られる日が待ち遠しい！

 植田　彰弘

夏に日焼けし

たお肌には、

すだちの種を

焼酎に漬けて

作った、自家

製のすだち化

粧水がぴったり。「神山すだち

遍路」で、すだちメニューを食

べてスタンプを集めます！

 織田　智佳

 3 年ぶりの日

本の夏、日差

しはバングラ

デシュと良い

勝負です。バ

テそうなとき

は、自家製梅シロップを、キン

キンに冷えた炭酸水で割るのが

マイブーム。

 川野　歩美

神野　昌子
（かみの まさこ）
平成28年8月1日着任

出身地：
 京都府八幡市
前　職：会社員
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専
門
業
者
の
仲
介
が

 

受
け
ら
れ
ま
す

　

7
月
よ
り
宅
地
建
物
取
引
業
者
で
あ

る（
有
）徳
島
商
科（
徳
島
市
中
洲
町
）と

顧
問
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
移
住
交

流
支
援
セ
ン
タ
ー
を
介
し
て
移
住
希
望

者
と
お
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
た

場
合
、
徳
島
商
科
よ
り
契
約
締
結
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
家
を
貸
す
に
あ
た
っ
て
心
配
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
契
約
内
容

に
反
映
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

移
住
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
契

約
締
結
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

昨
年
春
に
移
住
さ
れ
た
、
ら
ん
ぼ
う

さ
ん
こ
と
上
田
直
樹
さ
ん
、
奥
さ
ん
の

麻
衣
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

　

以
前
は
兵
庫
と
大
阪
を
拠
点
に
旅
暮

ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
水
の
き
れ
い

な
田
舎
で
移
住
先
を
探
し
は
じ
め
、
偶

然
神
山
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

移
住
の
決
め
手
は
、
神
山
の
自
立
し

た
地
域
づ
く
り
・
仕
事
づ
く
り
を
学
び
、

共
有
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
世

界
を
旅
す
る
な
か
で
、
戦
争
、
貧
困
、

環
境
問
題
の
現
場
を
知
り
、
こ
う
し
た

問
題
の
解
決
策
は
自
立
し
た
地
域
や
仕

事
の
あ
り
方
で
は

な
い
か
と
思
い
、
こ

の
点
で
神
山
に
は

可
能
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
れ
と
有

機
農
業
に
理
解
の

あ
る
人
た
ち
が
い
た
こ
と
も
理
由
の
1

つ
で
し
た
。

〈
お
二
人
の
仕
事
に
つ
い
て
〉

ら
ん
ぼ
う　
「
あ
ー
す
ガ
イ
ド
」
と
い

う
屋
号
で
、
自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し

や
地
域
の

取
組
み
を

案
内
す
る

ガ
イ
ド
を

し
て
い
ま

す
。
神
山

で
は
、
移

住
し
て
き

た
人
の
お

店
や
オ
フ
ィ
ス
に
行
っ
た
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
話
を
聞
い
た
り
、
雨
乞
い
の
滝

や
大
粟
山
を
歩
い
た
り
も
し
ま
す
。
毎

月
5
人
〜
10
人
く
ら
い
が
参

加
し
て
、
今
ま
で
で
1
5
0

人
く
ら
い
案
内
し
て
き
ま
し

た
。
日
本
の
ほ
か
の
地
域
や

海
外
で
ガ
イ
ド
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
最

後
に
、
み
ん
な
で
感
想
や
こ

れ
か
ら
の
目
標
を
共
有
す
る

時
間
を
設
け
て
、
よ
り
よ
い

未
来
の
た
め
に
1
歩
を
踏
み

出
す
き
っ
か
け
づ
く
り
を
意

識
し
て
い
ま
す
。

麻
衣　
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
の
料
理
を
作
る
の

が
主
な
仕
事
で
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
を
す
る

こ
と
も
あ
る
し
、
料
理
教
室
を
開
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
子
育
て
も
し

て
い
る
た
め
、
神
山
の
野
草
を
使
っ
た
酵

素
ジ
ュ
ー
ス
の
販
売
や
、
火
を
使
わ
な
い

で
作
る
ロ
ー
ケ
ー
キ
の
注
文
販
売
を
主
に

し
て
い
ま
す
。
ロ
ー
ケ
ー
キ
は
卵
や
乳
製

品
、
小
麦
を
使
わ
な
い
の
で
ア
レ
ル
ギ
ー

の
人
に
も
安
心
で
す
。
彩
り
を
綺
麗
に

し
て
み
る
な

ど
、
誰
で
も

楽
し
く
食
べ

ら
れ
る
ケ
ー

キ
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

〈
休
み
の
日
の
過
ご
し
方
〉

　

キ
ャ
ン
プ
行
っ
た
り
、
温
泉
に
行
っ

た
り
、
散
歩
し
た
り
。
二
人
で
酵
素

ジ
ュ
ー
ス
に
使
う
野
草
を
摘
み
に
行
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
こ
れ
か
ら
の
抱
負
〉

ら
ん
ぼ
う　

神
山
町
と
他
の
地
域
を
つ

な
ぐ
よ
う
な
、
新
し
い
内
容
の
ガ
イ
ド

を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
前
上
勝
町
に

行
っ
た
と
き
に
乳
酸
菌
と
発
酵
を
テ
ー

マ
に
町
お
こ
し
を
考
え
て
い
る
人
の
話

が
新
鮮
で
面
白
く
、
ち
ょ
う
ど
有
機
農

業
の
取
組
み
が
始
ま
る
神
山
と
上
勝
を

つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
と
、
わ
く
わ
く
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

● 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

●

NPO法人
グリーンバレー
の伊藤が

お届けします。
お問合せ
☎676-1177

IP：2028

－新規移住
相談件数－

6月…  1 件
7月…11件

上
うえ

田
だ

　直
なお

樹
き
（写真右） 北海道出身

上
うえ

田
だ

　麻
ま

衣
い
（写真左） 大阪府出身

上
うえ

田
だ

　愛
あい

喜
き
（写真中央） 神山出身

鬼籠野黒河在住

麻衣さんが作るローケーキ

ガイドの様子

5 平成28年 9 月15日発行
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

は
じ
め
ま
し
て  

　

一
般
社
団
法
人
・
神
山
つ
な
ぐ
公
社

は
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
か
ら
生
ま

れ
た
施
策
群
「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ

な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
行
し
て
ゆ

く
組
織
と
し
て
、
今
年
の
4
月
に
設
立

し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
率
の
高
い
神
山
町
で
す
が
、

町
を
支
え
て
き
た
方
々
の
今
後
の
暮
ら

し
と
同
時
に
、
若
い
人
た
ち
の
こ
れ
か

ら
の
暮
ら
し
も
よ
い
も
の
に
し
て
ゆ
く

必
要
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
折
々
の
進
み
具
合
を
報

告
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。



ス
タ
ッ
フ
の
紹
介  

　

公
社
の
メ
ン
バ
ー
は
、4
名
の
理
事
、

1
名
の
監
事
、
1
名
の
出
向
職
員
と
、

4
名
の
ス
タ
ッ
フ
の
計
10
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
理
事
は
3
月
末
ま
で
神
山
町
役

場
・
総
務
課
で
働
い
て
い
た
杼
谷
学
。

「
こ
の
神
山
あ
る
い
は
他
の
地
で
も
、

将
来
世
代
の
子
ど
も
た
ち
が
、
健
や
か

に
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た
め
に
、
今
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
そ
の
可

能
性
を
一
つ
で
も
残
し
て
い
く
た
め

に
、
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
、
公
社
で
新
し
い
事
業
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。」

　

ほ
か
の
理
事
は
、
9
年
前
に
初
め
て

神
山
に
来
て
、
約
2
年
前
か
ら
大
埜
地

で
暮
ら
す
西
村
佳
哲
。「
大
学
で
教
え

た
り
、
デ
ザ
イ
ン
し
た
り
本
を
書
い
た

り
。
お
借
り
し
て
い
る
家
で
、
あ
り
が

た
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
や
わ
ら
か
な

人
柄
の
方
が
多
く
、
気
持
ち
の
い
い
町

だ
な
と
思
い
、
移
り
住
ん
で
来
ま
し

た
。」

　

後
藤
太
一
は
月
に
1
〜
2
回
、
福
岡

か
ら
通
っ
て
来
て
い
ま
す
。
世
界
各
地

の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て
い
る
け

れ
ど
、
時
差
に
弱
い
。
東
京
か
ら
福
岡

に
移
住
し
て
起
業
し
た
経
験
と
、
公
社

で
唯
一
町
外
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
活

か
そ
う
と
、
冷
静
と
情
熱
の
狭
間
で
調

査
分
析
や
新
事
業
開
発
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

も
う
一
人
の
理
事
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー
の
大
南
信
也
。
「
大
事
な
の
は

数
で
な
く
〝
内
容
〞
や
と
思
う
。
そ

こ
を
健
や
か
に
し
て
お
け
ば
、
た
と
え

人
が
減
っ
て
も
、
こ
の
ま
ち
が
持
続
し

て
ゆ
く
可
能
性
は
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

い
ち
ば
ん
困
る
の
は
住
ん
で
い
る
人
た

ち
が
バ
ン
ザ
イ
し
て
し
ま
う
状
態
。
あ

き
ら
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
う
何
も
生

ま
れ
ん
よ
う
に
な
る
と
思
う
ん
よ
」
と

は
、
2
0
1
4
年
秋
に
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
。

　

監
事
は
神
山
町
役
場
を
3
月
末
に
定

年
退
職
し
た
山
口
純
一
。

「
こ
れ
か
ら
の
神
山
町
の
た
め
に
、
何

か
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
。
も
う
一

踏
ん
張
り
、
が
ん
ば
り
ま
す
。」

　

あ
と
産
業
観
光
課
で
農
業
を
担
当
し

て
い
た
白
桃
薫
が
、
出
向
職
員
と
し
て

公
社
に
在
席
し
、
民
間
企
業
と
町
が
取

り
組
む
「
フ
ー
ド
ハ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
や
、
鳥
獣
害
対
策
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
日
々
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
事
務
と

草
取
り
と
い
う
、
相
反
す
る
こ
と
に
追

わ
れ
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
神
山
町
の
農
業

を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
し
た
仕
組
み
を
つ
く
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」



4
人
の
女
子
ス
タ
ッ
フ  

　

こ
こ
ま
で
男
ば
か
り
で
し
た
が
、
公

社
で
は
4
人
の
女
子
ス
タ
ッ
フ
が
き
び

き
び
と
働
い
て
い
ま
す
。

　

赤
尾
苑
香
は
、
広
野
出
身
・
在
住
の

建
築
士
。
開
い
た
ば
か
り
の
個
人
事
務

所
を
一
旦
休
業
し
、
集
合
住
宅
と
民
家

改
修
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
鋭
意
取
り
組

み
中
。

　
「
独
立
時
、
改
め
て
自
分
の
ま
ち
を

知
り
、
地
域
の
建
築
士
と
し
て
ま
ち
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
日
々
、
た
く
さ
ん
の
出
会

い
と
経
験
の
中
で
、
建
築
士
と
し
て
も

個
人
と
し
て
も
、
一
所
懸
命
に
成
長
し

て
い
き
た
い
で
す
。」

　

高
田
友
美
は
静
岡
出
身
。
滋
賀
大
学

で
取
り
組
ん
だ
学
生
た
ち
の
可
能
性
を

広
げ
る
仕
事
を
終
え
て
、
4
月
か
ら
下

分
在
住
。
集
合
住
宅
と
仕
事
づ
く
り
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主
担
当
で
す
。

「
今
ま
で
国
内
外
を
含
め
て
、
い
ろ
い

中 間 報 告

ご 挨 拶
と
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ろ
な
地
域
に
住
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ

の
ど
こ
と
も
違
う
居
心
地
の
良
さ
を
神

山
町
で
感
じ
て
い
ま
す
。
元
々
住
ん
で

い
る
皆
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
い
い
形
で
生
み
出
し
て
い
き
た
い
。」

　

友
川
綾
子
は
埼
玉
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

育
ち
で
、
関
東
を
離
れ
た
暮
ら
し
は
生

ま
れ
て
初
め
て
の
体
験
。
ア
ー
ト
の
分

野
に
も
明
る
い
人
。
Ｐ
Ｒ
や
、
伝
え
る

仕
事
が
担
当
で
す
。

　
「
神
山
に
来
て
、
都
市
と
地
方
の
人

の
流
れ
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
ル
ー
ツ
が
辿
れ
た
り
、
生

ま
れ
育
っ
た
り
し
た
場
所
に
居
続
け
、

働
き
、
人
と
関
わ
れ
る
の
は
、
人
間
に

と
っ
て
幸
せ
な
こ
と
な
ん
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
旅
で
見
聞
を
広
げ
る
の
は
役

に
立
つ
け
れ
ど
、
役
立
て
る
場
も
必

要
。」

　

森
山
円
香
は
、
岡
山
出
身
の
福
岡
育

ち
。
法
学
部
で
学
ぶ
中
で
教
育
の
問
題

を
考
え
る
よ
う
に
。
神
山
の
良
さ
や
、

地
域
人
材
を
最
大
限
に
活
か
し
た
教
育

環
境
づ
く
り
に
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
昨
年
の
創
生
戦
略
づ
く
り
か
ら
こ
の

町
に
関
わ
り
始
め
、
自
分
た
ち
で
未
来

を
創
っ
て
い
こ
う
と
す
る
町
の
人
た
ち

の
熱
量
の
高
さ
に
惹
か
れ
て
越
し
て
き

ま
し
た
。
神
領
の
元
魚
屋
さ
ん
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
は
、
入
っ
た
ば

か
り
の
桜
花
連
で
阿
波
踊
り
に
明
け
暮

れ
ま
し
た
。
や
っ
と
さ
ー
！
」

　

み
ん
な
一
所
懸
命
働
い
て
い
ま
す
。

姿
を
見
か
け
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。



「
孫
の
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
報
告  

　

最
近
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
一
つ
、
報

告
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
公
社
は
複
数
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
同
時
に
進
め
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
に
「
孫
の
手
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
た
と
え
ば
一
人
暮
ら
し
に
な

り
、
家
の
周
り
の
草
地
の
手
入
れ
や
修

繕
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
高
齢
者
の
お

宅
に
、
城
西
高
校
・
神
山
分
校
の
高
校

生
が
訪
れ
、
学
校
で
教
わ
っ
た
造
園
の

技
術
を
活
か
し
て
、
そ
の
困
り
事
を
解

消
し
た
り
お
手
伝
い
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
つ
な
ぐ
公
社
は
、
学
校
や
高

校
生
と
、
地
域
の
ご
高
齢
の
方
々
の
間

を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

6
月
に
試
験
的
に
1
軒
、
8
月
に
本

番
で
4
軒
を
高
校
生
ら
と
訪
れ
、
作
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
公
社
の
主
担
当

は
杼
谷
で
す
。

「
手
の
届
く
範
囲
は
自
分
で
草
刈
り
や

整
理
が
出
来
る
も
の
の
、
危
険
な
部
分

は
高
齢
者
に
は
厳
し
い
こ
と
が
再
認
識

で
き
、改
め
て
ニ
ー
ズ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

作
業
を
終
え
て
助
か
っ
た
と
い
う
の
も

あ
り
ま
す
が
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

に
は
何
よ
り
若
い
子
ら
と
お
話
し
が
出

来
た
こ
と
が
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

お
年
寄
り
と
高
校
生
の
関
係
が
生
ま

れ
、
こ
の
つ
な
が
り
が
暮
ら
し
の
安
心

と
、
教
育
の
魅
力
化
に
進
展
す
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。」

　

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
高

校
生
に
は
時
給
7
5
0
円
の
ア
ル
バ
イ

ト
代
が
、
各
家
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

有
償
に
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、

高
校
生
に
「
学
校
で
学
ん
だ
技
術
が
実

際
に
社
会
で
役
に
立
ち
、
喜
ば
れ
た
」

経
験
を
得
て
欲
し
い
か
ら
で
す
。
分
校

に
は
現
在
、
男
子
に
選
ば
れ
る
こ
と
の

多
い
造
園
土
木
科
と
、
女
子
に
選
ば
れ

る
こ
と
の
多
い
生
活
科
の
二
つ
が
あ

り
、
広
く
環
境
づ
く
り
に
た
ず
さ
わ
る

農
業
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
教
育

は
学
内
で
完
結
可
能
で
す
が
、
先
生
方

は
、
地
域
を
舞
台
に
し
た
実
践
的
な
教

育
の
機
会
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た

現
在
の
神
山
分
校
は
町
外
か
ら
通
学
し

て
い
る
生
徒
が
大
半
で
、
町
内
の
子
ど

も
は
少
数
で
す
。
地
域
の
ま
ん
中
に
あ

る
の
に
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
が
希
薄

な
状
況
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
も
、
先

生
方
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
一
方
に
、
家
周
り
の
手
入
れ

に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
高
齢
の
方
々

が
地
域
に
い
る
の
な
ら
、
そ
の
間
を
つ

な
げ
る
こ
と
で
双
方
に
と
っ
て
良
い
機

会
を
つ
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
話
に
な
り「
孫
の
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
始
ま
っ
た
次
第
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
高
校
生
が
単
な
る
労
働

力
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ
れ
は
「
便

利
な
地
域
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
な
く
、
草

刈
り
等
を
介
し
た
「
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
あ
り
「
実
践
教
育
の
機
会
」
で

あ
り
、
神
山
に
お
け
る
「
高
校
の
あ
た

ら
し
い
あ
り
方
や
地
域
と
の
関
係
性
の

模
索
」
で
す
。

　

夏
休
み
の
数
日
を
利
用
し
て
行
い
、

次
回
は
冬
休
み
の
実
施
を
考
え
て
い
ま

す
。
ご
意
見
・
ご
感
想
等
あ
れ
ば
、
ど

う
ぞ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。



神
山
つ
な
ぐ
公
社  

〒
7
7
1 ‒

3
3
1
1

徳
島
県
名
西
郡
神
山
町
神
領
字

 

本
野
間
1
0
0（
神
山
町
役
場
内
）

 

✉contact@
tsunagu-local.jp
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さ
よ
う
な
ら
青
雲
寮

　

神
山
中
学
校
寄
宿
舎
青
雲
寮
は
、
昭

和
45
年
4
月
に
93
人
の
入
寮
生
が
あ
っ

た
の
が
最
初
で
、
多
い
年
に
は
2
0
0

人
以
上
の
生
徒
が
入
寮
し
て
い
た
時
代

も
あ
り
ま
し
た
。
町
内
の
中
学
校
が
統

合
し
た
結
果
、
遠
距
離
通
学
生
が
増
加

し
、
そ
の
対
策
と
し
て
寮
が
で
き
た
も

の
で
す
が
、
平
成
17
年
3
月
の
卒
業
生

を
最
後
に
閉
寮
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
青
雲
寮
は
、
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
理
由
な
ど
か
ら
今
秋
解
体

し
、
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
木
造

の
集
合
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
解
体
の
前
に
「
も
う
一
度

入
っ
て
み
た
い
」
と
元
寮
生
が
つ
ぶ
や

い
た
こ
と
か
ら
、
帰
省
の
多
い
お
盆
の

8
月
13
日
㈯
に「
さ
よ
う
な
ら
青
雲
寮
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

2
0
0
人
ほ
ど
の
来
場
者
を
集
め
、
同

窓
生
ら
と
昔
の
集
合
写
真
や
卒
業
ア
ル

バ
ム
を
な
つ
か
し
そ
う
に
眺
め
て
い
ま

し
た
。
ゆ
か
り
の
先
生
と
し
て
河
野
誠

敬
さ
ん
か
ら
は
、「
修
学
旅
行
で
寮
生

の
行
動
が
褒
め
ら
れ
た
」
こ
と
や
「
悪

さ
を
し
て
も
知
恵
や
工
夫
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
」
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話

し
い
た
だ
き
、
来
場
者
は
な
つ
か
し
そ

う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

開
所
10
周
年

児
童
ク
ラ
ブ
夏
祭
り
☆

　

8
月
8
日
に
広
野
児
童
ク
ラ
ブ（
広

野
）、
8
月
9
日
に
す
だ
ち
っ
こ
く
ら

ぶ（
神
領
）で
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
と
も
に
開
所
10
周
年
記
念
と
い
う

こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
ゲ
ー
ム
と
、
た

こ
焼
き
や
か
き
氷
な
ど
い
つ
も
と
違
っ

た
お
や
つ
で
楽
し
く
盛
り
上
が
り
ま
し

た
!!

まちの

　 出来事

かん太くん

広野児童クラブ

すだちっこくらぶ
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民
生
委
員
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

 
夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
!!

「
ア
ル
ミ
缶
風
車
の
風
鈴
飾
り
」
と
「
割

り
箸
鉄
砲
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

神
山
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

で
は
、
昔
の
遊
び
な
ど
を
通
し
て
、
町

内
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
町
内
2
児
童
ク
ラ
ブ
で
、

「
ア
ル
ミ
缶
風
車
の
風
鈴
飾
り
」
と
「
割

り
箸
鉄
砲
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
缶
の
風
車
に
、
風
鈴
と
願
い

事
を
書
い
た
短
冊
を
く
く
っ
て
風
鈴
飾

り
を
作
っ
た
り
、
割
り
箸
を
組
み
合
わ

せ
て
作
っ
た
鉄
砲
で
、
自
分
で
描
い
た

的
を
狙
っ
て
輪
ゴ
ム
を
飛
ば
し
て
み
た

り
と
、
子
ど
も
た
ち
と
民
生
委
員
児
童

委
員
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
町
内
の
子
ど
も

た
ち
に
神
山
町
で
活
躍
す
る
民
生
委
員

児
童
委
員
さ
ん
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
66
回〝
社
会
を

 

明
る
く
す
る
運
動
〞出
発
式

　

7
月
4
日
、
名
西
地
区
保
護
司
会
に

よ
る
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
の

出
発
式
が
神
山
町
役
場
で
行
わ
れ
、
保

護
司
、
神
山
町
更
生
保
護
女
性
会
員
、

関
係
機
関
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
、
あ
や
ま
ち
を
犯

し
た
人
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で

安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
、
7
月
を
強
化
月
間
と

し
て
い
ま
す
。

　

西
浦
雅
子
保
護
司
よ
り
町
長
へ
安
倍

内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ

れ
た
後
、
保
護
司
と
更
生
保
護
女
性
会

員
に
よ
っ
て
、
町
内
の
学
校
や
事
業
所

へ
の
広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
運
動
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
川
柳
の
募
集
や
中
学
生
を
対
象

に
し
た
標
語
募
集
、
防
犯
弁
論
大
会
な

ど
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
形
劇
で
人
権
啓
発

　

7
月
5
日
、
神
山
町
人
権
擁
護
委
員

◎すだちっこくらぶ（ 7 月27日）

◎広野児童クラブ（ 8 月 4 日）
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の
皆
さ
ん
に
よ
る
人
権
啓
発
活
動
が
広

野
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
神
山
町
高
齢
者
学
級
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
、
人
権
擁
護
委
員
と
は
何
か
、
ま

た
そ
の
活
動
や
役
割
に
つ
い
て
、
人
形

劇
を
通
し
て
分
か
り
や
す
く
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
7
月
11
日
に
は
神
山
中
学
校

で
も
人
権
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
な

ど
、
4
人
の
神
山
町
人
権
擁
護
委
員
の

皆
さ
ん
は
様
々
な
場
面
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

毎
月
11
日
（
休
日
は
翌
日
）
に
は
役

場
で
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
に
よ
る
人
権

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
人
権
に

関
す
る
悩
み
事
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
38
回
徳
島
県
選
抜
少
年
野
球

堀
江
北
大
会

　
　
　

優　

勝

　

神
山
ル
ー
キ
ー
ズ
少
年
野
球
部
・

広
野
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス

　

7
月
31
日
か
ら
8
月
2
日
ま
で
の
3

日
間
、
鳴
門
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
38

回
徳
島
県
選
抜
少
年
野
球
堀
江
北
大
会

で
、
神
山
町
の
神
領
小
学
校
と
広
野
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
合
同
で
活
動
を

し
て
い
る
、
神
山
ル
ー
キ
ー
ズ
少
年
野

球
部
・
広
野
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
が
見
事

に
優
勝
し
ま
し
た
。

神山ルーキーズ少年野球部神山ルーキーズ少年野球部
広野レッドソックス広野レッドソックス

▲神山町人権擁護委員の皆さん
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徳
島
駅
伝
名
西
郡
選
手
団

一
般
・
中
学
生
合
同
合
宿

　

8
月
20
日
か
ら
22
日
の
3
日

間
、
広
島
県
庄
原
市
に
あ
る
道

後
山
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク
に
お
い

て
、
徳
島
駅
伝
名
西
郡
選
手
団

合
同
合
宿
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
合
宿
に
は
、
名
西
郡
内

の
3
つ
の
中
学
校
よ
り
選
抜
さ

れ
た
選
手
、
一
般
選
手
、
あ
わ

せ
て
約
50
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
神
山
中
学
校
か
ら
は
、
男

女
8
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
度
よ
り
開
催
場
所
の

変
更
を
行
い
ま
し
た
が
、
実
業

団
な
ど
も
頻
繁
に
利
用
す
る
会

場
で
陸
上
用
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
夏
で
も

涼
し
く
、
駅
伝
練
習
に
は
最
適

で
し
た
。
3
日
間
の
練
習
は
厳

し
い
も
の
で
し
た
が
、
ど
の
選

手
も
決
め
ら
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を

最
後
ま
で
や
り
遂
げ
ま
し
た
。

合
宿
の
最
後
に
は
10
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
、
ミ
ニ
駅
伝
を
行
い

ま
し
た
。
出
身
校
も
年
齢
も

様
々
な
チ
ー
ム
編
成
で
し
た

が
、
選
手
を
励
ま
す
声
が
大
き

く
、
雰
囲
気
よ
く
練
習
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
3
日

間
を
通
し
て
、
徐
々
に
チ
ー
ム

と
し
て
の
一
体
感
が
生
ま
れ
て

い
く
よ
う
で
し
た
。
今
後
も
、
大
会
に

向
け
て
各
学
校
で
練
習
や
合
同
練
習
会

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
28
年
度

神
山
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会

　

平
成
28
年
度
神
山
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

大
会
が
８
月
３
日
に
鮎
喰
川
（
高
瀬
）

に
て
開
催
さ
れ
、
カ
ヌ
ー
と
川
遊
び
教

室
を
行
い
ま
し
た
。
45
人
の
団
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
も
よ
く
、

気
持
ち
よ
く
川
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生
か
ら

は
、ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
使
い
方
や
、

川
の
流
れ
の
急
な
と
こ
ろ
を
目
で
見
て

判
断
す
る
方
法
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

道
具
や
知
識
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け

る
こ
と
で
、
安
全
に
楽
し
く
川
遊
び
が

で
き
る
こ
と
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
カ
ヌ
ー
で
は
、
す
ぐ
に
す
い
す
い

と
操
縦
す
る
団
員
や
最
後
ま
で
操
作
に

苦
戦
す
る
団
員
な
ど
様
々
で
し
た
。
ま

た
、
パ
ド
ル
で
漕
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、

滑
り
台
や
飛
び
込
み
台
に
し
て
遊
ん
だ

り
し
ま
し
た
。

　

鮎
喰
川
の
豊
か
な
自
然
を
身
近
に
感

じ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
今
後
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
次
回
大
会
も
多
く
の
団
員

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
54
回
神
山
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
球
技
大
会

　

7
月
31
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第

54
回
神
山
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
球
技
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
、
保
護

者
の
方
々
が
参
加
し
、ペ
タ
ン
ク
の
部
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
に
分
か
れ
て

試
合
を
し
ま
し
た
。
審
判
・
運
営
は
神

山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
方
々
に
協

力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
各
チ
ー
ム
と
も
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
30
度
を
超
え
る
暑
さ
の
中
で

し
た
が
、
最
後
ま
で
元
気
に
プ
レ
ー
を
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し
ま
し
た
。

　

今
回
の
優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
城
西
高

校
神
山
分
校
生
活
科
の
生
徒
「
森
林
女

子
」
に
依
頼
し
、
制
作
し
た
優
勝
楯
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
楯
に
は
神
山
の
杉
材

を
使
用
し
て
お
り
、
来
年
以
降
の
優
勝

チ
ー
ム
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

ペ
タ
ン
ク
の
部 
（
17
チ
ー
ム
参
加
）

　

優　

勝　

上
分
下
分
Ａ

　

準
優
勝　

神
領
東
Ｃ

　

第
3
位　

神
領
西
Ｃ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部

 

（
6
チ
ー
ム
参
加
）

　

優　

勝　

上
分
下
分
Ｂ

　

準
優
勝　

上
分
下
分
Ａ

　

第
3
位　

神
領
西
Ａ

神
山
町
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座
を

開
催
し
ま
し
た

　

8
月
4
日
に
神
山
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
神
山
町
ふ
れ
あ
い

人
権
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講

座
は
、
昨
年
ま
で
開
催
し
て
い
た
「
神

山
町
人
権
大
学
講
座
」
の
開
催
方
法
を

見
直
し
、
多
様
化
す
る
価
値
観
の
中
に

お
い
て
も
人
権
に
つ
い
て
の
理
解
は
、

多
く
の
方
々
に
正
し
く
共
通
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
よ

り
広
く
人
権
に
つ
い
て
理
解
の
輪
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
座
は
、
鳴
門
教
育
大
学
准
教
授
の

谷
村
千
絵
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し

「
防
災
と
人
権
」
に
つ
い
て
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
町
内
各

職
場
職
員
や
住
民
な
ど
50
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
谷
村
さ
ん
は
阪
神
淡
路

大
震
災
に
被
災
し
た
経
験
を
も
と
に
、

災
害
と
い
う
非
日
常
な
状
況
に
お
い
て

他
者
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、

避
難
所
の
多
く
は
学
校
や
公
民
館
な
ど

が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
働
く

教
職
員
や
行
政
職
員
を
避
難
所
運
営
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
期
待
す
る
の
で
は
な

く
、
教
職
員
は
学
校
の
授
業
の
再
建
、

行
政
職
員
は
日
常
生
活
の
再
建
を
考
え

行
動
し
、
避
難
者
の
中
で
「
自
分
た
ち

で
何
と
か
し
な
い
と
」
と
い
う
気
持
ち

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
話

し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
教
職
員
や
行

政
職
員
に
期
待
し
な
い
理
由
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
授
業
が
あ
る
こ
と
が
子
ど

も
の
日
常
で
あ
り
、
子
ど
も
の
不
安
な

心
境
の
緩
和
に
も
な
る
こ
と
や
、
避
難

者
に
避
難
所
で
の
仕
事
で
あ
る
食
事
の

手
配
や
運
搬
な
ど
を
し
て
も
ら
う
こ
と

が
気
分
転
換
に
な
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
避
難
生
活
を
少
し
で
も
快
適

に
過
ご
す
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
参
加

者
全
員
で
意
見
を
出
し
合
い
、
災
害
弱

者
と
い
わ
れ
る
高
齢
者
や
子
ど
も
、
女

性
や
障
が
い
者
な
ど
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
出
さ
れ
た
意
見

を
も
と
に
、
避
難
所
で
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
確
保
の
た
め
の
仕
切
り
や
通
路
を

整
え
、
女
性
、
授
乳
、
子
ど
も
の
遊
び

場
な
ど
の
目
的
別
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
は
女
性
も
参
加

し
て
も
ら
い
、
明
る
く
き
れ
い
な
ト
イ

レ
や
掲
示
板
を
設
置
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
参
加
者
で
確
認
し
ま
し
た
。
最
後

に
阪
神
淡
路
大
震
災
の
後
に
考
案
さ
れ

た
「
で
き
ま
す
ゼ
ッ
ケ
ン
」
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
で
き
ま
す
ゼ
ッ

ケ
ン
と
は
自
分
が
で
き
る
こ
と
「
荷
物

を
運
び
ま
す
」「
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
で
き

ま
す
」「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
が
で
き
ま

す
」
な
ど
と
書
い
た
紙
な
ど
を
体
に
貼

り
付
け
避
難
所
を
巡
回
す
る
も
の
で
、

避
難
所
運
営
へ
の
参
加
だ
け
で
な
く
、

自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
自

覚
で
き
、
役
割
を
担
う
こ
と
で
不
安
な

状
況
が
緩
和
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
の
講
座
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
快
適
な
避
難
所
の
運
営
に
必
要
な

こ
と
で
も
あ
り
、
風
水
害
な
ど
で
の
自

主
避
難
を
行
い
や
す
く
す
る
た
め
に
も

重
要
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各

地
域
に
お
い
て
何
か
の
会
合
の
時
間
を

少
し
い
た
だ
き
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
人
権
に

配
慮
さ
れ
た
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
を
行
う
た
め
に
、

各
地
域
の
公
民
館
や

神
山
町
人
権
教
育
推

進
委
員
、
神
山
町
教

育
委
員
会
ま
で
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

▲ペタンクの部優勝　上分下分Ａチーム

▲グラウンドゴルフの部優勝　上分下分Ｂチーム
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上
角
夏
祭
り

　

8
月
15
日
、
上
角
公
会
堂
前
広
場
で

上
角
夏
祭
り
が
行
わ
れ
上
角
地
区
の
人

た
ち
な
ど
が
集
ま
っ
て
楽
し
み
ま
し

た
。
祭
り
で
は
大
迫
力
の
棒
搗
き
、
そ

し
て
地
元
の
方
々
の
歌
や
扇
子
踊
り
、

銭
太
鼓
が
披
露
さ
れ
練
習
の
成
果
が
発

揮
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
み
ん
な
で

阿
波
踊
り
を
踊
り
、
最
後
に
お
楽
し
み

抽
選
会
が
行
わ
れ
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

棒
搗
き
は
、
32
人
の
搗
き
手
、
東
西

の
音
頭
出
し
、
数
人
の
世
話
役
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
息
を
合
わ
せ
て

持
ち
上
げ
る
棒
は
芯
棒
と
呼
ば
れ
長
さ

約
7
ｍ
重
さ
1
0
0
㎏
ほ
ど
で
松
の
木

で
で
き
て
い
ま
す
。
32
人
の
う
ち
、
正

方
形
の
や
ぐ
ら
の
角
の
4
人
を
「
隅す

み

」、

そ
れ
ぞ
れ
の
辺
の
中
央
の
4
人
を
「
た

と
り
」
と
呼
び
、
特
に
力
持
ち
の
人
た

ち
が
そ
の
役
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

鬼
籠
野
地
区
夏
祭
り

　

8
月
16
日
、
旧
鬼
籠
野
小
学
校
で
第

26
回
鬼
籠
野
地
区
夏
祭
り
が
開
催
さ

れ
、
お
よ
そ
7
0
0
人
が
訪
れ
て
賑
わ

い
ま
し
た
。
祭
り
の
売
店
に
は
鬼
籠
野

地
区
の
民
生
委
員
さ
ん
や
青
年
部
の
み

な
さ
ん
な
ど
11
の
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
た

こ
焼
き
や
焼
き
鳥
、
金
魚
す
く
い
や
輪

投
げ
体
力
測
定
会
な
ど
を
行
い
、
お
祭

り
を
活
気
づ
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

雨
天
の
た
め
体
育
館
で
行
わ
れ
た
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会

や
招
待
芸
能
の
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
ひ
ま

わ
り
さ
ん
の
素
敵
な
ダ
ン
ス
や
、
鴨
島

鳳
翔
太
鼓
の
み
な
さ
ん
の
勇
壮
な
和
太

鼓
が
披
露
さ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
扇
風
機
や
ア
イ
ロ
ン

な
ど
が
当
た
る
特
別
賞
＆
お
楽
し
み
抽

選
会
が
行
わ
れ
た
あ
と
は
、
雨
も
止
ん

だ
夜
空
に
た
く
さ
ん
の
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

▲タイヤを持ち上げる女性棒搗き

▲32人の力が集結
▲ 7月31日、力を合わせやぐらとステージを建てる ▲7月31日、婦人部のみなさんの

　美味しい料理で元気回復

▲身動きが取れないほどのたくさんの人

▲大人も子どもの夢中になる金魚すくい▲鴨島鳳翔太鼓のみなさんによる
　ちびっこ太鼓体験コーナー

13 平成28年 9 月15日発行
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首
都
圏
で
の
す
だ
ち
消
費

宣
伝
活
動

○
東
京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り

　

8
月
27
日
と
28
日
に
、
東
京
の
高
円

寺
に
て
開
催
さ
れ
た
、「
第
60
回
東
京

高
円
寺
阿
波
お
ど
り
」
の
物
産
展
ブ
ー

ス
に
出
店
し
、
す
だ
ち
の
Ｐ
Ｒ
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
毎
年
2
日
間
で

1
0
0
万
人
以
上
の
来
場
者
が
訪
れ
る

東
京
周
辺
で
最
大
規
模
の
阿
波
お
ど
り

で
す
。

　

物
産
会
場
で
は
、
神
山
す
だ
ち
鶏
天

の
販
売
と
、
購
入
者
に
す
だ
ち
の
つ
か

み
取
り
を
実
施
、
つ
か
み
取
り
が
大
変

好
評
で
、
多
く
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
別
会
場
の
セ

シ
オ
ン
杉
並
で
開
催
さ
れ
た
舞
台
で
の

阿
波
お
ど
り
に
出
演
し
た
連
に
対
し

て
、
60
回
の
節
目
を
記
念
し
て
す
だ
ち

の
贈
呈
を
行
い
、
宣
伝
活
動
も
実
施
し

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
て
、
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
高
円
寺
周
辺

の
飲
食
店
約
50
店
舗
で
神
山
す
だ
ち
を

使
っ
た
「
神
山
す
だ
ち
ビ
ー
ル
」
の
販

売
も
行
わ
れ
、
よ
り
多
く
の
方
に
神
山

す
だ
ち
を
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
が
提

供
で
き
ま
し
た
。

　

高
円
寺
阿
波
お
ど
り
へ
の
参
加
は
今

回
で
、ま
だ
2
回
目
と
な
り
ま
す
が「
す

だ
ち
」
で
繋
が
っ
た
多
様
な
関
係
性
は

こ
れ
か
ら
益
々
広
が
り
続
け
て
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
。

○
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り

　

9
月
4
日
、
今
年
で
21
回
を
迎
え
る

「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」
に
参
加
し
、

す
だ
ち
の
Ｐ
Ｒ
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
早
朝
よ
り
焼
き
さ
ん
ま
を
求
め
て

長
蛇
の
列
が
で
き
、
中
に
は
4
時
間
以

上
も
並
ん
で
焼
き
さ
ん
ま
を
食
す
る
方

も
い
ま
し
た
。

　
「
さ
ん
ま
と
い
え
ば
す
だ
ち
」
と
言

う
こ
と
で
、
す
だ
ち
の
無
料
配
布
、
す

だ
ち
青
果
や
す
だ
ち
加
工
品
の
販
売
、

す
だ
ち
つ
か
み
取
り
を
実
施
し
ま
し

た
。
神
山
町
と
し
て
は
、
第
3
回
か
ら

参
加
し
て
お
り
、
今
年
で
19
回
目
の
参

加
と
な
り
ま
す
。
神
山
の
す
だ
ち
を
目

当
て
に
来
場
さ
れ
る
方
も
多
く
、
中
で

も
す
だ
ち
の
つ
か
み
取
り
が
好
評
で
、

今
年
も
絶
え
間
な
く
行
列
が
で
き
、
つ

か
み
取
り
用
に
準
備
し
た
8
0
0
㎏
の

す
だ
ち
の
す
べ
て
が
完
売
し
、
大
好
評

で
し
た
。

　

毎
年
神
山
の
す
だ
ち
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
方

も
お
り
、「
さ
ん
ま
祭
り
」を
通
じ
た「
す

だ
ち
」
の
Ｐ
Ｒ
事
業
に
も
大
き
な
成
果

が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
目
黒
駅
前
商
店
街
、
さ
ん

ま
を
提
供
し
て
い
る
岩
手
県
宮
古
市
と

協
力
し
、
神
山
の
す
だ
ち
の
消
費
宣
伝

活
動
の
推
進
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

カ
ミ
ヤ
マ
ー
ト
開
催

　

7
月
30
日
と
31
日
、
旧
上
分
中
学
校

で
恒
例
の
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
カ
ミ

ヤ
マ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
芸
術
学
校
を
開
校
す
る
と
い
う
テ
ー

マ
で
武
蔵
野
美
術
大
学
の
学
生
18
人
と

参
加
者
約
50
人
が
集
ま
り
、
カ
ッ
プ
麺

の
容
器
で
学
生
帽
を
作
っ
た
り
、
手
作

り
の
く
す
玉
で
開
校
を
祝
う
な
ど
し
ま

し
た
。

▲新聞紙を散らして盛り上がる子どもたち。
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総
務
課
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1
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2
0
0
1

元
気
づ
く
り
事
業
の
募
集

　

み
な
さ
ん
の
自
主
的
・
自
発
的
な
地

域
活
動
に
対
し
て
財
政
的
に
支
援
を
す

る「
神
山
町
元
気
づ
く
り
事
業
助
成
金
」

を
創
設
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
み
な
さ

ん
の
熱
意
と
ア
イ
デ
ィ
ア
に
あ
ふ
れ
た

提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
団
体

　

町
内
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
を

置
き
、
主
に
町
内
で
活
動
を
し
て
い
る

構
成
員
が
5
人
以
上
で
、
組
織
の
運
営

に
関
す
る
会
則
等
が
あ
り
、
継
続
的
に

活
動
し
て
い
る
、
又
は
今
後
活
動
す
る

計
画
が
あ
る
団
体
を
対
象
と
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
事
業

　

次
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
、
選
考
基

準
に
該
当
す
る
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

①
地
域
の
福
祉
・
健
康
づ
く
り
に
関
わ

る
事
業

②
学
術
・
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
る
事
業

③
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
事
業

④
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
事
業

⑤
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

を
図
る
事
業

⑥
景
観
づ
く
り
に
関
わ
る
事
業

⑦
地
域
資
源
の
発
掘
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
創
造
に
つ
な
が
る
事
業

⑧
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
寄
与
す
る
と
認

め
ら
れ
る
事
業

●
助
成
金
の
額
及
び
交
付
期
間　

　

1
団
体
1
事
業
で
、
補
助
対
象
経
費

の
う
ち
、

①
地
域
元
気
力
創
出
事
業
助
成
金
及
び

神
山
町
元
気
づ
く
り
事
業
助
成
金
の

交
付
を
受
け
た
事
業
に
つ
い
て
は
、

2
分
の
1
以
内
。　

②
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
1
年

目
は
3
分
の
2
以
内
、
2
年
目
以
降

2
分
の
1
以
内
。

※
1
年
あ
た
り
補
助
対
象
限
度
額
は

1
0
0
万
円
を
上
限
と
し
、
5
万
円

を
下
限
と
し
ま
す
。

交
付
期
間
は
、
3
年
間
で
す
。

●
応
募
方
法

　

申
請
書
等
に
必
要
な
事
項
を
記
入
の

う
え
、
平
成
28
年
10
月
14
日
㈮
ま
で
に

総
務
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
必
要
書

類
は
、
総
務
課
、
広
野
支
所
及
び
各
公

民
館
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

犬
・
猫
を
飼
育
し
て
い
る
方
へ

不
幸
な
犬
・
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

避
妊
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

　

徳
島
県
で
は
、
年
間
3
0
0
0
匹
以

上
の
犬
猫
が
殺
処
分
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
不
幸
な
犬
・
猫
を
減

ら
し
、
動
物
愛
護
及
び
管
理
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、野
良
犬
・

猫
に
よ
る
糞
尿
や
農
畜
産
物
へ
の
被
害

を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
犬
・

猫
の
避
妊
去
勢
手
術
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

☆
神
山
に
在
住
し
、
犬
・
猫
を
飼
わ
れ

て
い
る
方

☆
犬
に
つ
い
て
は
、神
山
町
に
登
録
し
、

助
成
年
度
に
お
い
て
狂
犬
病
予
防
注

射
を
実
施
し
た
飼
育
者

☆
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

●
助
成
金
額

　

手
術
一
件
に
つ
き
、
5
、0
0
0
円

●
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
に
よ
り
、（
公
社
）徳
島

県
獣
医
師
会
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

●
申
込
期
間

　

平
成
28
年
10
月
1
日
〜
平
成
28
年
10

月
31
日
ま
で
（
必
着
）

●
そ
の
他

※
必
ず
手
術
を
受
け
さ
せ
る
前
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
手
術
後
の
申
込
み

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
徳
島
県
で
は
、
助
成
が
受
け
ら
れ
る

件
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
申
込
者

の
す
べ
て
が
助
成
を
受
け
ら
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
障
害
・

遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
に
つ
い
て

●
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

　

平
成
26
年
4
月
に
実
施
し
た
消
費
税

率
引
上
げ
に
伴
う
所
得
の
少
な
い
方
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
臨
時
福

祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　

平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ

れ
な
い
方
。

た
だ
し
、

①
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
生
活
の
面
倒

を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
場
合
、（
町

民
税
（
均
等
割
）
に
お
い
て
、
課
税

者
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
場
合
）

②
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ

て
い
る
場
合
な
ど
は
除
き
ま
す
。

●
支
給
額

　

1
人
に
つ
き
、
3
、0
0
0
円

 

　

※
支
給
は
1
回
で
す
。

●
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

　

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、

賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い

所
得
の
少
な
い
年
金
受
給
者
の
た
め

に
、
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
5
月
分

の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
等

役場からの

　おしらせ

あゆちゃん
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を
受
給
し
て
い
る
方

た
だ
し
、「
高
齢
者
向
け
給
付
金
」（
3
万

円
）を
受
給
し
た
方
は
除
き
ま
す
。

●
支
給
額

　

1
人
に
つ
き
、
3
0
、0
0
0
円

 
※
支
給
は
1
回
で
す
。

●
申
請
時
期
、
申
請
方
法

　

詳
細
に
つ
い
て
は
準
備
中
で
す
の

で
、
決
定
次
第
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す

 

― 

行
政
相
談
週
間 
―

　

10
月
17
日
㈪
か
ら
23
日
㈰
ま
で
は

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相
談
制
度

を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

て
お
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
総
務
省
が
全
国
一
斉
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

行
政
へ
の
要
望
や
相
談
、
制
度
や
仕

組
み
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

〈
行
政
相
談
所
〉

　

・
日　

時　

平
成
28
年
10
月
11
日
㈫

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

　

・
場　

所　

神
山
町
役
場

　
　
　
　
　
　

2
階　

図
書
室

　

・
行
政
相
談
委
員　

大
粟　

仁
さ
ん

〈
一
日
合
同
行
政
相
談
所
〉

　

・
日　

時

　
　

平
成
28
年
10
月
20
日
㈭

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

　

・
場　

所

　
　

徳
島
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
　

3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
徳
島
市
元
町
1

－

24
）

　

・
参
加
予
定
機
関
等

　
　

法
務
局
、
弁
護
士
会
、
司
法
書
士

会
等

介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減
の

 

見
直
し
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
施
設
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
利
用
す
る
方
の
食
費
・
部
屋
代
に
つ

い
て
は
、
申
請
を
い
た
だ
い
た
後
、
対

象
と
な
る
方
に
は
負
担
軽
減
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
利
用
者
負
担
段

階
が
第
二
段
階
（
世
帯
の
全
員
が
住
民

税
非
課
税
で
あ
っ
て
、
年
金
収
入
等
が

80
万
円
以
下
の
方
で
、
一
定
以
上
の
預

貯
金
額
等
を
お
持
ち
で
な
い
方
）
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
年
8
月
か
ら
非
課
税

年
金
（
遺
族
年

金
と
障
害
年

金
）
収
入
も
含

め
て
判
定
す

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と

に
よ
り
、
非
課

税
年
金
を
一

定
額
受
給
さ

れ
て
い
る
場

合
に
は
、
利
用

者
負
担
段
階

が
第
三
段
階

に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

歯
科
健
康
診
査
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
節
目
の
年
齢
の
方
を
対
象
に
、

歯
・
歯
肉
の
状
態
や
口
腔
清
掃
状
態
等

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
口
腔
機
能
の
低
下
や

肺
炎
等
の
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、
歯

科
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

健
康
診
査
の
対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ

ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

　

平
成
27
年
中
に
節
目
の
年
齢
に
な
ら

れ
た
方
（
昭
和
15
年
、
昭
和
10
年
、
昭

和
5
年
生
ま
れ
の
方
）
及
び
大
正
14
年

生
ま
れ
以
前
の
方

　

た
だ
し
、
長
期
入
院
を
さ
れ
て
い
る

方
や
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

す
で
に
健
康
状
態
を
把
握
さ
れ
、
医
師

の
指
導
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
歯
科
健
康
診
査
の
対
象
者

か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
歯
科
健
診
受
診

券
の
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
長
期

入
院
さ
れ
て
い
る
方
・
施
設
入
所
者
の

方
に
ハ
ガ
キ
が
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
対
象
外
で
す
の
で
健
診
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

●
受
診
場
所

徳
島
県
歯
科
医
師
会
会
員
で
後
期
高
齢

者
の
歯
科
健
診
を
実
施
す
る
歯
科
医
院

○
受
診
可
能
な
歯
科
医
院
の
一
覧
表
を

利用者負担段階と負担限度額
利用者
負担段階 対　　　象　　　者 負担限度額（日額）

部屋代 食費

第 1段階
●世帯の全員が住民税を課税されていない
方で老齢福祉年金を受給されている方

●生活保護を受給されている方

か
つ
、
預
貯
金
等
が
単
身
で
1
、0
0
0
万
円

（
夫
婦
で
2
、0
0
0
万
円
）
以
下

多床室 0円

300円従来型個室 320円（490円）
ユニット型準個室 490円
ユニット型個室 820円

第 2段階

平成28年7月まで

●世帯の全員が住民税
を課税されていない
方で、前年の合計所
得額と課税年金収入
額の合計が80万円以
下の方

多床室 370円

390円

従来型個室 420円（490円）

平成28年8月以降

●世帯の全員が住民税
を課税されていない
方で、前年の合計所
得額と課税年金収入
額と非課税年金収入
額の合計が80万円以
下の方

ユニット型準個室 490円

ユニット型個室 820円

第 3段階 ●世帯の全員が住民税を課税されていない
方で上記第 2段階以外の方

多床室 370円

650円従来型個室 820円（1,310円）
ユニット型準個室 1,310円
ユニット型個室 1,310円

第 4段階 ●上記以外の方 負担限度額なし
※（　）は老健・療養等

新設
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神
山
町
税
務
保
険
課
・
広
域
連
合
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
広
域
連
合
及
び
徳
島
県
歯
科
医

師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定

で
す
。

●
受
診
方
法

　

事
前
に
電
話
等
に
て
健
診
実
施
歯
科
医

院
に
ご
予
約
の
上
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
健
診
項
目

　

問
診
、
口
腔
内
診
査
、
口
腔
機
能
評

価
等

●
受
診
費
用　

無
料

●
受
診
期
間

　

平
成
28
年
10
月
1
日
〜
11
月
30
日

●
持
っ
て
い
く
も
の

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
歯

科
健
診
受
診
券
の
ハ
ガ
キ

●
そ
の
他
注
意
事
項

○
健
診
の
予
約
日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

○
歯
科
健
診
は
期
間
中
に
1
回
の
み
で

す
。
後
日
重
複
受
診
が
判
明
し
た
場

合
は
費
用
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
歯
科
健
診
自
体
は
無
料
で
す
が
、
そ

の
後
に
治
療
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合

は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
健
診
結
果
は
訪
問
指
導
の
た
め
神
山

町
に
情
報
提
供
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　
　

【
お
問
い
合
わ
せ
】

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
事
業
課

 

☎
0
8
8

－

6
7
7

－

3
6
6
6

産
業
観
光
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
8

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
7

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
!!
持
ち
込
み

 

〜
移
動
規
制
植
物
に
つ
い
て

　

徳
島
県
を
代
表
す
る
農
産
物
「
な
る

と
金
時
」（
サ
ツ
マ
イ
モ
）
に
被
害
を

与
え
る
害
虫
、「
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
」
と
「
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
」
が
沖
縄
県
、

奄
美
群
島
、
ト
カ
ラ
列
島
、
小
笠
原
諸

島
で
発
生
し
て
い
ま
す
。「
ア
リ
モ
ド

キ
ゾ
ウ
ム
シ
」
と
「
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
」

が
寄
生
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
悪
臭
を
発

し
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
と
と
も
に
、
発

生
が
確
認
さ
れ
た
地
域
の
サ
ツ
マ
イ
モ

等
は
害
虫
を
根
絶
す
る
た
め
す
べ
て
焼

却
処
分
等
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

発
生
地
域
か
ら
こ
れ
ら
の
害
虫
が
寄

生
す
る
サ
ツ
マ
イ
モ
や
エ
ン
サ
イ
（
空

芯
菜
）、
ノ
ア
サ
ガ
オ
を
持
ち
こ
む
こ

と
は
植
物
防
疫
法
で
禁
止
さ
れ
て
お

り
、「
な
る
と
金
時
」
の
産
地
を
つ
ぶ

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

沖
縄
県
等
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の

宅
配
便
や
手
荷
物
で
の
持
ち
込
み
、ネ
ッ

ト
通
販
で
の
購
入
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

農
業
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
9

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
8

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す

　

豊
か
な
老
後
生
活
の
た
め
に
は
、
国

民
年
金
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
ず
、

老
後
の
生
活
費
は
自
分
で
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
で
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
へ

の
上
乗
せ
が
あ
り
ま
す
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w
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.nounen.go.jp

［移動規制の対象植物］

サツマイモ サツマイモの茎葉

ノアサガオ エンサイ（空芯菜）

［移動規制の対象害虫］

アリモドキゾウムシ
（体長約 6～ 7mm）

アリモドキゾウムシ（幼虫）
によるサツマイモの被害

イモゾウム
（体長約 3～ 4mm）

イモゾウムシ（幼虫）による
サツマイモの被害 写真提供：植物防疫所原図提供

無断転載禁止
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　前回に続き、「夢・元気・笑顔～健康かみやま21～第 2期計画」の課題を取り上げます。
今回は循環器疾患についてです。

お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係 TEL676－1114（ＩＰ2004）

健康づくりシリーズ○103

毎年 9月は「健康増進普及月間」です。生活習慣病は日常生活のあり方と深く関連しており、
健康の保持・増進を図るためには、運動習慣の定着や食生活の改善といった健康的な生活習
慣の確立が重要です。この機会に生活習慣を見直してみませんか？

個人・地域
●健康診断を定期的に受け、早期発見、早期治
療を行う
●血圧を測定し、自己管理する
●かかりつけ医を持ち、適切な健康管理を行う
（体重、血圧、脂質、血糖値など）
●食事の内容に気をつけるなど、食生活の改善
を行う
●趣味を持ち、ストレスをためないような生活
をする

行　政
●健康診査または特定健康診査の実施
及び受診率の向上
●循環器疾患の発症予防および重症化
予防のための施策

循環器疾患について

　循環器疾患とは、血管の損傷によって起こる疾患で、脳出血、脳梗塞、狭心症、心筋梗塞などを
含めた総称です。これらは、がんと並んで主要な死因の大きな一角を占めており、単に死亡を引き
起こすのみでなく、急性期治療や後遺症治療、要介護状態になるなど本人や家族
に様々な負担がかかるとともに、社会的にも負担は増大しています。

循環器疾患とは？循環器疾患とは？

循環器疾患対策のために循環器疾患対策のために

　循環器疾患の発症予防・重症化予防には一人ひとりの取り組みが大切です。以下の項目に一緒に
取り組みましょう。

すでにこのような疾患がある方も適切
な治療や原因を減らすことで循環器疾
患の発症を防ぐことができます。

●高血圧
●脂質異常
　　悪玉コレステロールや中性脂肪が多い
　　または善玉コレステロールが低い状態

●糖尿病
●たばこを吸う
●肥満
●塩分を多く摂る

循環器疾患の発症を高める要因循環器疾患の発症を高める要因

〔 〕
血管に高い圧がかかる、血液量が増える、
血管が硬くなる、血液が流れにくくなる
ことが血管を傷つける原因になります！

まずは健康診断を受け、それぞれの

身体の状態を知ることが大切です！
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在宅医療と介護に関するご相談は…在宅医療と介護に関するご相談は…
神山町地域包括支援センター
受付時間：月曜日～金曜日／ 8：30～17：15（年末年始・祝日を除く）
電　　話：088－676－1185（IP電話：2031）

介護予防シリーズ○45

在宅医療と介護の相談窓口のご案内
　医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期ま
で続けることができるよう、在宅医療と介護を一体的に提供するために、医療機関と介護事業所等の関
係者の連携を推進するため在宅医療・介護連携推進事業を平成 28年度から開始しています。

■地域包括支援センターは、高齢者がより安心して在宅生活を送れるように、医療と介護をつなぐか
け橋として相談窓口を設けています。

☆在宅医療に関すること
☆介護に関すること　　　お気軽にご相談ください。

「在宅医療」の良いところは住み慣れた
部屋や空間で大切な家族や友人、ペット
と一緒に、自由に気兼ねなく過ごせるこ
とですね。

在宅療養をはじめたい在宅療養をはじめたい
けど、どこに相談したらけど、どこに相談したら

いいんだろう？いいんだろう？

在宅療養で在宅療養で
利用できる制度や利用できる制度や
サービス内容についてサービス内容について
詳しく知りたい詳しく知りたい

退院後に退院後に
訪問診療や往診、訪問診療や往診、

訪問看護などを頼みたい訪問看護などを頼みたい

自宅で療養している自宅で療養している
家族の介護に家族の介護に

心身ともに疲れている心身ともに疲れている

自宅で看取りたいので、自宅で看取りたいので、
家族の力になってくれる家族の力になってくれる
医師をさがしたい医師をさがしたい

19 平成28年 9 月15日発行
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防災シリーズ○15

全国瞬時警報システム
神山町役場　総務課　防災係　　電話：676－1111（IP2000）

　みなさんは、J-ALERT（ジェイアラー
ト）という言葉を聞いたことがあるで
しょうか。
　J-ALERT（ジェイアラート）は、全国
瞬時警報システムのことで、通信衛星
と市町村の防災行政無線を利用し、緊
急情報を住民へ瞬時に伝達するシステ
ムです。
　具体的には、対処に時間的余裕がない
大規模な自然災害や弾道ミサイル攻撃等
についての情報を、国から住民まで直接
瞬時に伝達することができます。住民に
早期の避難や予防措置などを促し被害の
軽減に貢献することが期待されており、
神山町では、平成22年度末から、運用し
ています。
　また、平成25年 8月30日からは、大雨、
地震、津波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある時の警報に加え、今後は、
この警報の発表基準をはるかに超える豪雨や暴風等が予想さ
れ、重大な災害の危険性が著しく高まっている場合、新たに
「特別警報」を発表し、最大限の警戒を呼び掛けます。特別警
報が出た場合は、数十年に一度しかないような非常に危険な
状況にありますので、ただちに命を守るための行動をとって
ください。
　この特別警報も J-ALERT（ジェイアラート）が起動する条
件として、追加されておりますので、特別警報が発令されると、
瞬時に防災無線より放送を行います。現象の進行に応じて発
表される気象情報、注意報、警報等を活用して、早め早めの
行動をとることが大切です。これから、台風シーズンとなり、
災害の発生する可能性が高まりますので、十分に注意をして
ください。

J-ALERT 起動の流れ

全国瞬時警報システム
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国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

詳しくは街角の年金相談センター　☎657－3081　または
住民課年金係　☎676－1113（ＩＰ2003）までお問い合わせください。

無料年金相談のお知らせ無料年金相談のお知らせ

　社会保険労務士による無料年金相談（予約制）を次のとおり実施しております
ので、お気軽にご利用ください。

1．開設日・時　【毎月第 4火曜日・午前 10時～午後 3時】
　　平成28年 9月27日、10月25日、11月22日、12月27日
　　平成29年 1月24日、  2 月28日、  3月 28日
　
2．開設場所
　　神山町役場（神領字本野間100）

3．相談内容　　
　　①　各種年金請求書・届書の受付
　　②　年金に関する相談（一般年金相談）
　　③　「ねんきん定期便・特別便」「厚生年金加入記録のお知らせ」に関する相談
　　④　「ねんきんネット」サービスによる公的年金加入記録に関する相談

4．お申し込み方法
　　①　相談は予約制で実施しています。ご相談希望日の 1ヶ月前から下記の予約先へお申し込み

をお願いします。
　　②　ご予約をする際は、相談者氏名、基礎年金番号、電話番号等について確認させていただき

ますのでご了承ください。

【予約先】街角の年金相談センター徳島（オフィス）

電話 088－657－3081

　年金相談にお越しの際はご本人確認のため、次の書類をご持参の上お越しください。
　　　●本人確認書類（運転免許証、パスポートなど）
　　　●ねんきん定期便・特別便、厚生年金加入記録のお知らせ
　　　●年金証書、認印、年金手帳（お持ちの場合）

　なお、代理人の方が来られる場合は、本人からの委任状のほかに運転免許証など、代理人本人で
あることが確認できるものをお持ちください。

21 平成28年 9 月15日発行
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駐在所だより

野焼きは、原則、禁止です。！

● 神領駐在所　TEL.088－676－0019
● 広野駐在所　TEL.088－678－0333

〈通報・相談先〉

振り込め詐欺、特殊詐欺に注意！

（1）廃棄物の焼却禁止
　法律第16条の 2において何人も同条第 1号から
第 3号の事由による場合を除いては、廃棄物の焼却
は原則、禁止となっている。
第 1号　一般廃棄物処理基準、特別管理一般廃棄物
処理基準又は特別管理産業廃棄物処理基準に従って
行う廃棄物の焼却。

第 2号　他の法令又はこれに基づく処分により行う廃棄物の焼却。
第 3号　公益上若しくは社会の慣習上やむを得ない廃棄物の焼却又は周辺地域の生活環境

に与える影響が軽微である廃棄物の焼却として政令で定めるもの。

　高齢者を狙った振り込め詐欺や特殊詐欺が後
を絶ちません。
　神山町でも不審な電話がかかってきています。
　1人で判断ぜず、家族、親戚、友人、警察等
に相談して下さい。

廃棄物焼却禁止の概要

警察では、
　★犯罪からの被害の未然防止に関する相談
　★安全と平穏に関する相談等に24時間応じています。
　（例）○振り込め詐欺や怪しい儲け話に関する相談
　　　○悪質商法等に関する相談
　　　○男女間トラブル（ＤＶ、ストーカー等）に関する
　　　　相談などです。

警察の相談ダイヤル警察の相談ダイヤル
短縮ダイヤル＃9110

または
088－653－9110

広報かみやま No.306 22

広報かみやま09月 №306.indd   22 2016/09/07   14:50:39



土砂災害対策を！
　毎年、夏から秋にかけて風水害に伴う被害が全国各地で発生しています。日
本周辺では、毎年平均 27個の台風が発生しており、全国各地に強風や大雨に
よる被害をもたらしています。また、集中豪雨による水害や土砂災害などの被
害も後を絶ちません。
　神山町の土地のおおよそ80％が山地であるため大雨や集中豪雨による土砂災

害の被害が考えられます。誰一人として被害を出さないために日頃から対策を考えておきましょう。

土砂災害の種類土砂災害の種類
　土砂災害には大きく分けて 3つのタイプがあります。
　　●急傾斜地の崩壊（崖崩れ）
　　　地中にしみ込んだ水分により、急な斜面が突然崩れ落ちる現象。
　　●土石流
　　　大雨や集中豪雨などによって、山や川の石と砂が水と一体となっ

て一気に下流へ押し流される現象。
　　●地すべり
　　　大雨や長雨等により雨水が地面にしみこみ、地面が広い範囲にわたりゆっくりと動き出すも

のをいう。

土砂崩れの起こる前兆土砂崩れの起こる前兆

土砂災害から身を守るためには !?土砂災害から身を守るためには !?
住んでいる場所が土砂災害警戒区域か確認をしよう。
土砂災害警戒情報に注意しよう。
災害警戒情報が発表されたら明るいうちに避難をしよう。

消防署だより

119
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▲ 8月22日養護老人ホーム寿泉園でのゲートボール大会。
　上分地区出身、101歳の長村きぬゑさんも元気にプレーを
　楽しみました。

かぼちゃ（3㎝角2個：約60ｇ）　
　栄養価：60ｇ＝エネルギー 55kcal、カリウム 270㎎、
　ビタミンA 198㎍、葉酸 25㎍、ビタミンＣ 26㎎、
　食物繊維 2．1ｇ

かぼちゃは長期保存できる緑黄色野菜なので、災害時に備
えておくと便利です。また、冷凍しても美味しく食べられ
ます。ただ、でん粉（炭水化物）も多く含まれるので、食
べ過ぎに注意しましょう。

～季節の野菜で元気な細胞をつくろう～
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● 3㎝角に切り、軽くラップをして中まで
　やわらかくなるようにレンジする。
熱いうちにだししょうゆ（大さじ 1）をふりかけて煮物
風に（中まで味がしみ込まないので塩分ひかえめになり
ます。）
※小分けして冷凍し、お弁当にも！

● 2㎝角に切り、冷凍いんげんを凍ったまま手で折り、
かぼちゃと一緒にラップをしてレンジし、ごまマヨネー
ズで和える。（マヨネーズ＋すりごま＋しょうゆ）
※小分けして冷凍し、お弁当にも！

　次号は、平成25～27年生まれで11月・12月が誕生日の子（町内に住所を有するこ
と）を募集します。
　掲載を希望する方は、役場広報編集委員会まで写真を送付してください。締切は
10月15日です。

※掲載回数は 1回までです。複数回の掲載はできませんのでご了承ください。

ヘルスメイトおすすめ！
ヘルシー料理

★かぼちゃを使って
レンジ約5分

レンジ約3分

もう一品！

お手軽野菜シリーズ

野菜1日　350g！

と
すだちっこ

★募集★

▲桜花連が 8月12日から 2日間に渡って町内
　20箇所をまわり、各地区を盛り上げてくれました。
 （写真は神山町役場）

9 月19日は、高齢者を敬い、9月19日は、高齢者を敬い、
 長寿を祝う敬老の日です。 長寿を祝う敬老の日です。
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